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‐電波政策ビジョン懇談会‐

本日のヒアリング ご説明内容

１． NHKにおける電波利用概要について

２． 東日本大震災におけるNHKの取組み

３． 周波数再編の状況

４． 放送のイノベーション

５． ２０２０年における８Ｋスーパーハイビジョン
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NHKにおける電波利用概要

連絡無線

ヘリコプター伝送

ロボットカメラ伝送

放送局

固定局

基地局

基地局

衛星

送信所

送信所

中継車伝送

音声伝送

ラジオマイクワイヤレスカメラ

報道・番組制作 放送
衛星放送

地上放送

ラジオ放送

現場からの映像音声伝送

連絡用
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東日本大震災における伝送設備例

4

・緊急報道、番組制作用に整備した設備で各地の被災状況をいち
早く中継
– 海岸や放送会館屋上に整備した、遠隔操作できるロボットカメラ
– 防振カメラ・伝送設備を搭載した、取材用ヘリコプター
– どこからでも迅速な伝送が可能な、中継車

電波を利用することで現場の状況を全国に放送する事が可能

⇒放送メディアの重要性を考慮し安定的かつ継続的な周波数確保必要

ロボットカメラ 取材用ヘリコプター 中継車
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平成３１年
３月期限

平成２７年
１１月期限

平成３４年
１１月目途

平成２８年
５月期限

使いやすい周波数帯使いやすい周波数帯

平成２３年３月２４日完了（除：岩手、宮城、盛岡）
平成２４年３月３１日（４７都道府県）完了

周波数再編について

アナログ
テレビジョン放送

・マルチメ
ディア放送
・自営通信

・携帯電話
・ＩＴＳ

デジタル
テレビジョン放送

ＦＰＵ
ラジオマイク

固定無線
回線

７００ＭＨｚ帯 ９００ＭＨｚ帯 ３．４ＧＨｚ帯１６０ＭＨｚ帯

アナログ
連絡無線

再編前再編前

地上テレビジョン放送

固定無線
回線

携帯電話
デジタル
連絡無線

ＦＰＵ
ラジオマイク※

固定無線
回線

１．２/２．３ＧＨｚ帯
※ラジオマイクは1.2GHz帯のみ

６－７ＧＨｚ帯

ラジオマイク 新規割当 新規割当予定

再編後

52014/4/4

周波数再編には、移行先の新周波数帯に適した設備開発や整備
期間の確保、移行に要する経費負担等の条件を十分に考慮する
ことが必要

新規割当
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放送のイノベーション

ＡＭラジオ 放送

▼1953年
地上アナログテレビ 放送

FMラジオ 放送

▼2012年

▼1925年

▼1969年

BSアナログテレビ放送

▼1984年（試験放送開始）

BSデジタルテレビ 放送

▼2000年

地上デジタルテレビ 放送

▼2003年

スーパーハイビジョン

▼2020年目標（衛星本放送）

音声から映像へ

高品質化

※1991年～ ハイビジョン試験放送

▼2011年
高品質化

高品質、高機能化

高品質、高機能化

▼2012年(デジタル化完了)
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高品質、高機能化
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２０２０年における８Kスーパーハイビジョン

番組制作

受信機・ディスプレイ

スピーカー22.2ch

伝送機材等による
スポーツ等生中継

８Ｋスーパーハイビジョン
衛星放送（本放送）

8K対応Hybridcast
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＜実現のために＞
研究開発の推進
周波数の確保

高臨場感



‐電波政策ビジョン懇談会‐

＜参考資料＞ 意見提出について

１．周波数再編の推進について

周波数再編の推進検討にあたっては、既存無線システムの設備規模、新たな
周波数に適した設備の開発や整備期間の確保、移行に要する経費負担など
の条件が十分に考慮される必要がある。また、既存無線システムと新無線シ
ステムの共用期間においては、既存無線システムに支障を及ぼす事がないよ
うに検討される必要がある。

２．「新しい電波利用の姿」に対して
NHKは、災害時に迅速かつ的確に必要な情報を提供し、国民の安全安心、生
命財産を守るため、いかなる状況においても放送を継続できるよう機能強化を
図っている。

新しい電波利用の検討にあたっては、こうした放送メディアの重要性に鑑み、
ひっ迫した電波の状況下においても公共放送としての使命が達成できるよう、
放送業務に必要な周波数が確保される必要があると考える。

８Ｋスーパーハイビジョン放送の実現に必要な放送サービスおよび放送事業用
の周波数の割り当てを要望する。また、新たな放送サービスの実現に向けた
周波数資源確保のための研究開発への支援等についても必要と考える。
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